
翰 文

1) Tokura,IL,F.IIara,M.Okada.F.Mekataand

W.011SaWa(1975):Thermoregulatoryresponses

at various ambienttemperatures in some

prlmateS.Ⅰn Contemporary PT･Z'matology,S.

Kondo.M.KawaiandA.Ehara(eds.)Karger,
Bascl.pp.171-176.

2) Nakajima,A川y.Manabe,M.Sakaguchi,K.

TauchiandK.Oshima(1975):ElectropllySiolo一

gicalstudiesonthemonkeyuterusinlabor.

InProc.SUMP.5thGong.Int.Primal.So(.,4091

417.

3) ⅠIayashi,M.,K.Oshima,T.Yamaji.and冗.Shh

maTPOtO(1975):LIilevelsduringvariousrepro-

ductivestatesintheJapanesemonkey(Macaca

fuscatafuscata).InConEemPol･al･yPrz'matology,

S.Rondo,M.Kawaiand A.Ebara (eds.)

Karger,Basel.pp.152-157.

4) Yamaji,T.,K･Shimamoto,M･Hayashi,andK･

Oshima(1975):Inductionofprolact王nreleaseby

thyrotropin-releaslng hormoneadministration

andα-adrenergicblockadeinJapanesemonkeys

(M.f.fuscata)InCoTIEemL･oraryPn'maEology.

S.Rondo, M.KawaiandA.Ehara (eds.)

Karger,Basel.pp.158-164.

5) 上山誼 ･岩城章 ･林韮之 ･大島節 (1976):サル卵

鎚排卵時のラパロスコープによる奴察,MEDICO

7(3):17-20.

6) Oshima,K.,M.Hayashi,andJ.Kato(1976):

EffectofT･ShapedprogesteronereleaslngSystem

omcontraceptiveefficacyandmenstrualregula-

rityinJapanesemonkeys.FerEih'iyandStm'll'Ly,

27;582-587.

7) Mekata.F.andW.R.Keatinge(1975):Electrical

behaviourofinnerandoutersmoothmuscleof

shccpcarotidartery.Nature,258(5535):534-

535.

学 会 発 表

1) 動脈平附筋細胞の電気的ひろがり

大沢 済 ･日片文夫

節46回日本動物学会 (1975)

2) Wl山脈平滑筋細胞膜の悠流作用

大沢 折 ･日片文夫

' 節1回動物生理シンポジウム (1975)

3) T型プロゲステロン子宮内避妊宕旨具 (UPS)のニホ

ンザル妊卒性,式休ホルモン放出パターン,月経周

期への影響について

大島 約 ･林 韮治 ･加藤IrBl三

節27回日本産科婦人科学総会1975年4月10日

4) サルの卵鎚,排卵時のラノヾロスコープによる観察

上山 泣 ･岩城 牽

林 韮之 ･大島 措

日本不妊学会,関東地方部会,1975月7月10日

(聖マリアンヌ病院)日本不妊学雑誌 21(1):

29-130,1976

5) サルの分娩,産柳 寺の卵管,子宮肪屯図に及ぼすプ

ロスタグランディンの影響

大由 緒 ･竹中晃子

枠EI] 位 ･柴田邦治

卯20回日本不妊学会総会,仙台市民会館,

1975年10月3日

6) ニホンザルの生誼 リズムとホルモン

大島 清 ･麻生武志 ･富永敏朗

松林措明 ･林 正治

節 1回日本比較内分泌学会,岐阜県市町村

会鉛,3月26-27日1976年

7) 冬期地獄谷ニホンザルの熱平衡

中山昭雄 ･掘 哲郎 ･登分布矢

原 文江･鈴木正利

卯14回El木生気象学会 (1975)

生化学研究部門

高橋健治 ･竹中 佳

景山 節 ･中村 仲

研 究 概 要

1) 蛋白質および酵素の構造,械能,進化に関する韮出

的研究

前 橋 伽 治

蛋白質および酵素の構造と機能およびその相関性と分

子進化に関する比較生化学的基髄研究を酸性プロテアー

ゼ,リボヌクレアーゼを含む数種の蟹白質について続行

している｡筋肉タンパク矧 こ関するこの種の研究の一斑

として,ウシ心筋 トロポニンCの完全一次構造 (161残

基)を決定し,他の類縁 Ca結合性筋肉タンパクffとの

分子進化上の相同関係を比較した｡また,大腸菌ペプチ

ド鎖延長因子 Tuの3個の SH韮周辺の一次描出 (43

残基)を決定し,各SH基と活性の関連を論じた｡

2) 霊長甑の ド-パミンβ-水酸化酵累の性状と動態

高 相 松 治

上記研究の一環として,ニホンザルの成長にともなう

血紋申ドーパ ミン β一水化酸素 (DBH)活性の変化を調
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べた1)｡FのJlut穴,3カ月より10年以上の年令で,血祭

DBtIは休正和加と比例してm火することが判明し,こ

の変化はヒトおよび盟良矧 こ相和であることが紙諭され

た｡しかし成長ニホンザルのテ占也はヒトの2C/O程皮であ

り,チンパンジー,ヒヒ,大ギャラ='についても同相に
低い爪が1''IJlられた｡

3)詔rt灯の耶花形邦のTl了知と性17

は岡一雄2)･花柄雄治

詔托IBの各柾脳Tfに存在し,吐休防術挽精に関与する

肺7㍍群邦の性状と特性の解明を目的とした研究を続行し

ている｡アカゲザル肝脳より.3.4-ジクロルニトロベン

ゼンを韮ffとしてグルタチオンーS-ア))ル転移酵累の大

皿椛製を行い,すでに得た主成分以外に.4種の同種辞

穴の存在を明らかにした｡これらは,主成分と同様,ク

ロマ トおよび SDS屯気泳動的に同一分子丘のサブユニ

ット2個からなる分子血5万のアイソザイムであること

が知られた.種々の有械塩累化合物の形野を校正したと

ころ,BHCが田著な活性阻乎作用を示すことが判明し

た｡柾々のSIl試薬は活性に顕著なnli;坪を与えない｡

4) 詔長籾の&.El紙巾の琵自TE分節節穴の性状の研究

市柄郎沿 ･十Jll和t･38)

詔庄灯の各班紐音訓こ存在するタンパク分節辞累の性状

と.細胞内におけるタンパクffの代謝回転における役割

等を解明する目的で研究を続行している｡ニホンザル各

和紐紙における酸挑プロテアーゼの分布と性状をさらに

検討するとともに,カニクイザル脳について.脳内部位

別分布を調べた｡また,肝臓中に,従来知られていない

新 しい改正中性プロテアーゼの存在を見出し,その部分

朽製,可溶化,詰性状の解明を進めた.本群累は,膜結

合性相克と考えられる｡見通pHは8付近にあり,DFP

によりPfi著に阻召されることからセリン群発の一班と考

えられるが,従来知られているセ))ン型枠紫と界なる点

も多い｡なお-,筋肉組紙中の中性プロテアーゼに関して

も予m的挽討を進めた｡

5) 霊長籾の細紐酸性プロテアーゼの柿製と性質

高椛健治 ･森山昭彦4)

謡長類各種組紙に存在する酸性プロテアーゼの性状,

生理的役割,組械分化との関連等を解明する研究の一環

として,ニホンザル肺の酸性プロテアーゼを桁烈し,捕

性Tfを調べた｡肺酸性プロテアーゼ活性はクロマ ト的に

2つの分画に分別され,一方は,rLi気泳動的に均一な状

岱までfrLiTFlされた｡分子皿約35,000,Jn退plI2.8であ

り,陀柾の性Tfから,木群,邦は従来のカテプシンDとガ

1) 永～1恨 治ら (愛知学院大)との協同研究｡

2) 敬坊職n

3) 大学院生

4) 大学院生

ストlJシソの中間的性Trを持つ静男と考えられる.他の

分別は,叔適 pTI3.5で.W.Ti･のカテプシンDタイプの

柿,茄と考えられる｡

6) ニホンザルFWi'ヘモグロビンの性Eと構造

竹中 倍 ･高橋位治

ニホンザルJmt･珊ヘモグロビン (三g(大石本,当研究所

正式らの発見による)がWr'血した状態では根来平衡の性

矧 ま皿'JT,'のニホンザルヘモグロビンに全く符しいが放匠

するとその性質が異常となることを兄山した,そこでそ

の機椛を調べるために斑捜したアミノ椴の柁籾およびそ

の位置の決定を行なっている｡

7) 霊長類の高地適応に関する研究

竹中 倍 ･松林桁明17･井巨的WTLfu空)

エチオピア高原に棲息するゲラダヒヒ等広 く正広湖の

市地適応を生化学,生理学および袋田迫伝学的 (サル施

設松帆 変罪部門野沢 ･庄武との共同プロジェクト)に
明らかにすることを目的とした研究の一環としてニホン

ザル4所を発核 コロナtL'mIJJTTにEtきその間の脈拍,呼

吸.血圧,血披性状および亦血球中の2.3-ジホスホグリ

セリンだ乱 血液中の赤血球超生ホルモンであるエリトロ

ポエチン等について調べた｡

8) ニホンザル胃のペプシノーゲンおよびペプシンの桁

製と性質

景山 節 ･高橋健治

霊長類の胃ペプシンおよび関連酸性プロテア-ゼの性

質と役割に関する比較生化学的研究の一環として,ニホ

ンザル円ペプシノーゲンおよびペプシンの研究を続行し

ている｡

ニホンザル円枯脱には6和のペプシノーゲンの存在が

nJ)らかになった (I.I.Ⅱ-1,El-2.Ⅱ-3,C)｡

これらに相当して6椛のペプシンが存在する｡性矧 まEl

- 1,Ⅱ-2.Ⅱ-3は相互に非冊によく似ており,Ⅱ

- 1,Ⅱ-2はⅡ-3の訴?77休の可他姓がある｡I,Ⅰ

は桁を含んでおり仙動物でまだ兄いLuされていないペプ

シノーゲンである｡Cは他の5柿とは砕ヌミ的に少し異な

る性質をもつ｡これら6和のペプシノーゲンの胃での存

在状態また生理的忠苑を抜吉川1である.

9) 詔長糊フイブリノペプチドの比較生化学的研究

中村 仲 ･竹中 修 ･高橋健治

詔F<糊の系統発生を分子進化の立場から解明すること

を目的として,血梁中のフィブリノーゲンを精製し,こ

れにスロンビンを作用させることによって遊離するフィ

ブリノペプチドAおよびBを精製する｡このペプチ ドの

アミノ酸配列11B序を決定し,そのアミノ酸*LLi換を指標に

して分子進化の様相を明らかにすることにより,霊長Wl

1) サル類保僻飼育㌍pP.施設

2) 同技官
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全体の系統樹作製へアプローチする.この 目的に沿っ

て,数種の霊長類の試料の収袋を進めた.

10)血液凝固践矧 こ関する比較生化学的基礎研究1)

中村 仲 ･高桁健治 ･竹中 修

カブトガニ Amoebocyte抽出液のエンドトキシンに

よるゲル化反応の分子機作を,霊長類を含む高等Fl押し動

物の血液凝固系と対比させて,比較生化学的に解明する

とともに,サルを用いて,血中エンドトキシンの放血定

良法を確立する目的で研究を進めているo カブトガニ

Amoebocyte抽出液より,ゲル前駆体タンパク質 (co-

agulogen)を精製し,均一標品を得,そのタンパク化学

的諸性盟を明らかにした.また,上記抽出液より,エン

ドトキシンによって活性化される酵素系を部分椅製し,

ゲル化反応の分子的機作を明らかにした｡ヒトと同様,

ニホンザル,アカゲザル血中にも,上記ゲル化反応を強

く阻菩する因子 (タンパク質?)が存在することを見出

し,その性状の解明と除去方法を枚討している｡

総 説

1) 高椛伽治 (1975):霊長類学への展望一生化学の立

場から｡京孤大学霊長WI研究新所年報 VoI.5.24-

31｡

2) 高橋郎治 (1975):活性中心枚乗法｡生化学実験講

座 5,辞釆研究法 (下)(日本生化学会編)pp.4851

559.文京化学同人.

3) 苗柄鮎治 (1976):生体高分子の Sequence分析,

タンパクだ｡益が生化学実験法5,化学 的測定｡

pp.205-235｡(阿南,紺野,田村,松橋,松本稲)｡

九g/i,P.｡

4) 市1.T5松治 (1976):タンパクffの一次構造｡現代化

学 No.58,pp.36-45;No.60,pp.32-380

5) 丑山節 ･前桁遊 (1975):昆虫の休眠 と粉代謝｡蟹

白ff･核攻･酵弟,20,1285-1300｡

論 文

1) vanEerd,P.andK.Takahashi(1975):Theamino

acid sequenceofbovine cardiactroponin-C.

Comparisonwith rabbitskeletaltroponin-C.

Biochem.Biophys.Res.Commun.64'.1221127.

2) Nakamura,S･,K.Arai.K.TakahashiandY･

Kaziro(1975):Aminoacidsequencesoftwo

sulfhydryl-containingtrypticpeptidesofthe

polypeptidechainelongationfactorTu.Bl'ochem.

Biophys.Res.CommulZ.66:1069-1077.

3) vanEerd,P.andK.Takahashi(1975):Amino

acid sequenceand calcium bindingsitesof

1) 岩永貞昭 (阪大蛋白研),円羽允 (大阪市大,医,
細田)との協同研究｡

bovJ'necardiactroponin-C.InCalcz'umTTm SPorE

inCoTZEracLz'olZandSecretion.E.(Ed.Carafoli

etal.)North-1Iolland.pp.427-430.

4) Mizuochi,T..Nishimura,Y..Sakai,T..Takenaka,

0.andlnada,Y.(1975):Kineticstudyof

phagocytosisofbovineleukocytesmeasuredby

oxygenuptake.FEBSLeEEcrs.51:174-176.

5) Abe･T.,Takenaka,0.andlnada,Y.(1975):

LimitedproteolysisofglutaminascfromPseu-

domonasbyporcinetrypsin.FEESLeEEcrs,55:

268-271.

6) Mizuochi,T.,Nishimura,Y.,Sakai,T.,Take-

naka,0.andlnada,Y.(1975):Enhancement

byimmunoglobulinM ofoxygenconsumption

ofleukocytesduringphagocytosis.FEBSLeLEers.
59:209-211.

7) Kageyama,T.and冗.TakallaSlli(1976):Pep-

sinogensandpepsinsfrom gastricmucosaof

Japanesemonkey,purificationandcharacteriza-

tion.J.Biochem.79:455-468.

8) NakamuraS.,S.ⅠwanagaandT.Suzuki(1975):

OntheactivationofbovineplasmafactorXIII.

Aminoacidsequenceofthepeptidesre一eased

bythrombinandtheterminalresiduesofthe

subunitpolypeptides.J.Biochem.78'.1247-1266.

学 会 発 表

1) 霊長類のグルタチオン S-ア))ル転移群累の精製と

性質

践岡一雄 ･伊藤 尚･高橋健治

日本生化学会節48回大会 (1975)

2) 霊長類の組紙プロテアーゼの分布と性状

十川和博･馬橋郎治

日本生化学会節48回大会 (1975)

3) 大腸菌 EF-TuのSH韮近傍のアミノ酸配列につい

て

中村 俊 ･新井男-

高橋伽治･上代叔人

日本生化学会節48回大会 (1975)

4) EF-Tuの構造と機能

中村 俊 ･新井男一 ･新井孝夫

高橋健治 ･上代叔人

節26回タンパクff椛造討論会 (1975)

5) ニホンザルの高山環境への対応

竹中 修 ･松林柄明･熊崎約FIT)

節20回プI)マーチス研究会 (1976)

6) ニホンザルのペプシノーゲンの多様性

宋山 節 ･荷稲俊治
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日本生化学会節48回大会 (1975)

7) ウシ血焚中の ColdlnsolublcGIobulinのWl災とそ

の性矧 こついて

鈴木宏沿･中村 仲 ･岩永瓜昭

日本生化学会節48回大会 (1975)

系統研究部門

江原昭畢 ･野上 裕生

相見 清 ･瀬戸口烈司

系統研部門は50年度に新設され,年度末までに人事が

ととのった｡朝叩ヨとしての研究は51年度から始まる｡

研 究 概 要

1) FT2品類各分湖群の形態特徴の系統発生学的研究

江 原 昭 革

1.頭部支持機構の比較形態学的研究 (前年度からの

続き)

2. ヒトを含む3品類下TJiltJの先述放伐の形悠学的分

析

1974年丸 ㌶応対各郡の関でPrognathieとSubgna-

thieの形態学的相Jmt･を指摘してきたが (Z.Morph.U.

Anthrop.),それと下顎IEJの相凹関係を分析し.さらに

食性との放伐的閃逆を吟味する (江原 ･茂原)｡

3. ヒトを含む詔長幼の爪の紐紙学 的研究 (江灰 ･

H.Rothe･松木)

2) 昭和50年皮日独科学者交流郡光によるゲッティンゲ

ン大学客員教授

江 原 昭 苗

3) 東南アジアの地史学的研究

野 上 裕 生

認長籾進化の門371,として班雨アジアの地史を吟味す

る｡

4) 笠良知の伯の内野稲造の研究

野 上 裕 生

現生および化石F'tiiLL良知の出を収袋し,内部構造を比較

枚討して系統を明らかにする｡

5) 日本産ヤチネズミ如 (グ ッ出目)の分封学的研究

相 見 肌

日本の輔乳動物相の現惜ならびにそのIJR立過程の研究

の一環として,最新世中期～現tltにおける変辺を孤立す

る｡

6) 現生各種霊長類の比較形態学的研光

相 見 描

おもに骨格をとりあげ,個休の成長過程をJTTiuじて,そ

の柾的特故がどのようにして出現するかを追求する0

7) 印三紀の企虫放.原猿類および有袋類の研究

瀬戸口 烈 司

北アメリカのワイオミングより産出する節三紀前期の

叩乳籾の適応放散について検討すると同時に,研究 ･改

訂の韮礎となる骨格模型を収集した｡

総 説

1) 江原昭喜 (1975):新脳化か大脳化か,生物科学28

(1)

2) 江原昭聾 (1975):形怨,臨床医学11(6)

3) 野上裕生 (1976):先史への発掘,大陸書房,東京

4) 淑戸口烈司 (1975):哨乳動物の社会進化について

の試論.牢刊人類学6

翰 文

1) 江瓜昭古 (1975):1tlTJ,r:捕.求(Spinanasalisanterior)

の同定について,人yl学碓紘83(5),179-190

2) SETOGUCllLT.(1975):PaleontologyandGeology
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